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『
言
語
文
化
』
第
三
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
も
、
例
年
に
劣
ら
ず
多
彩
な
内
容
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
特
集
は
「
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
日

本
映
画
と
世
界
―
―
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
語

ら
れ
た
か
」
で
す
。
こ
れ
は
、斉
藤
綾
子
氏（
芸

術
学
科
教
授
）
が
中
心
と
な
り
企
画
さ
れ
た

二
〇
一
二
年
十
一
月
十
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
現
在
「
世
界
各

国
の
研
究
者
た
ち
の
注
目
を
一
挙
に
集
め
て
い

る
」
一
九
六
〇
、七
〇
年
代
の
日
本
映
画
は
「
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
に
⋮
⋮
世
界
で
受
容
さ
れ
、

語
ら
れ
て
き
た
の
か
」、
が
主
題
で
あ
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
北
米
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
い
っ
た
大
陸
を
越
え
た
各
国

か
ら
研
究
者
が
一
同
し
、
一
九
六
〇
、七
〇
年

代
の
日
本
映
画
の
受
容
、
批
評
、
研
究
の
状
況

を
世
界
規
模
で
把
握
、
検
証
す
る
」
も
の
で
し

た
。
特
集
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
氏
に
よ
る
編
集

後
記
を
さ
ら
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
＊

　

特
集
以
外
の
寄
稿
の
う
ち
、
エ
リ
カ
・
シ

ュ
ー
ハ
ル
ト
氏
（
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
大
学
教
授
・

元
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員
）
に
よ
る
「
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン　

危
機
か
ら
の
創
造
的
飛
躍
」
は
、

二
〇
一
三
年
十
一
月
十
九
日
の
氏
に
よ
る
講
演

会
の
記
録
で
あ
る
。
司
会
は
樋
口
隆
一
氏
（
芸

術
学
科
教
授
）
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ル
ト
リ
ヒ
氏
（
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ア
ル
ヒ
ー
フ
（
資
料
館
）
所

長
）
に
よ
る
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
宗
教
」
は
、

二
〇
一
二
年
十
二
月
一
日
に
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
連
続
講
演
会
」
の
一
環
と
し
て
、
樋
口
教
授

司
会
の
も
と
で
行
わ
れ
た
講
演
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
小
林
幸
子
氏
（
本
研
究
所
研
究
員
）

は
、
論
考
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
資
料
の
収
集
家
メ
ア

リ
ー
・
バ
レ
ル
と
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
寄
稿
さ
れ
た
。

　

森
本
美
恵
子
氏
と
末
永
理
恵
子
氏
に
よ
る

「
ル
ネ
・
シ
ュ
メ
ー
編
曲
「
春
の
海
」
を
め
ぐ

っ
て
」
は
、
昨
年
に
続
き
、
貴
重
な
資
料
発
掘

の
記
録
で
あ
る
。
両
氏
は
、
本
学
図
書
館
付
属

の
日
本
近
代
音
楽
館
の
音
楽
司
書
で
あ
る
。

　

生
田
康
夫
氏
（
本
研
究
所
読
書
会
講
師
）
も
、

昨
年
に
引
き
続
い
て
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
を
主
題
と

し
た
論
考
「「
笑
い
」
か
ら
見
た
ホ
メ
ー
ロ
ス
」

を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

最
後
に
富
山
（
英
文
学
科
教
授
）
は
、
ア
メ

リ
カ
の
詩
人
ゲ
ー
リ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
に
よ

る
宮
沢
賢
治
詩
の
英
訳
を
論
じ
た
英
語
論
文

“M
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を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
＊

　

二
〇
一
三
年
度
の
本
研
究
所
の
活
動
と
し
て

は
、
シ
ュ
ー
ハ
ル
ト
氏
の
講
演
会
の
ほ
か
に
、

牧
野
理
英
氏
（
日
本
大
学
准
教
授
）
に
よ
る
講

演
「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
と
ジ
ャ
ズ
：
も
う
一
つ
の
日

系
ア
メ
リ
カ
」
が
、
貞
廣
真
紀
氏
（
英
文
学
科

専
任
講
師
）
の
司
会
に
よ
り
十
月
二
十
九
日
に

行
わ
れ
た
。



192

　

ま
た
、
高
村
峰
生
氏
（
神
戸
女
学
院
大
学
専

任
講
師
）
に
よ
る
講
演
「『
イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
』

と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
詩

学
」
が
、
二
〇
一
四
年
一
月
七
日
に
、
同
じ
く

貞
廣
真
紀
氏
の
司
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

他
方
、
十
二
月
十
四
日
の
芸
術
学
科
主
催
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
演
劇
の
核
と
は
何
か

―
―
ポ
ス
ト
ド
ラ
マ
演
劇
と
日
本
演
劇
」
に
お

い
て
は
、
ハ
ン
ス
＝
テ
ィ
ー
ス
・
レ
ー
マ
ン
氏

（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る

特
別
講
演
「
プ
レ
ド
ラ
マ
演
劇
と
ポ
ス
ト
ド
ラ

マ
演
劇
」
が
、
当
研
究
所
と
の
共
催
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
た
。

　

L
ib

e
rlit C

o
n

fe
re

n
ce

は
、M

ich
a
e
l 

P
ro

n
k
o

氏
（
英
文
学
科
教
授
）
とP

au
l 

H
u
llah

氏
（
同
准
教
授
）
が
中
心
と
な
り
開

催
し
て
き
た
、 

英
語
教
育
と
文
学
と
の
関
係

を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
学
会
で
あ
る

が
、
本
年
度
二
〇
一
四
年
二
月
十
日
の
第
五

回
会
議
で
は
、A

. R
o
b
ert Lee

氏
（
元
・
日

本
大
学
教
授
）
に
よ
る
招
待
講
演“E

n
glish
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が
、

当
研
究
所
と
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
前
年
に
続
き
寺
本
圭
祐
氏
（
芸
術

学
科
非
常
勤
講
師
）
企
画
に
よ
る
音
楽
の
催
し

「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
、
十
二

月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
第
一
部

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
（
シ
ャ

ン
ノ
ー
ス
）を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
、
第
二
部
「
イ
ー
リ
ア
ン
パ
イ
プ
ス
、
コ
ン

サ
ー
テ
ィ
ー
ナ
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
、
ギ

タ
ー
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
音
楽
」
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
＊

　

生
田
氏
の
寄
稿
は
研
究
所
の
公
開
講
座
「
ホ

メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
」
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
だ

が
、
研
究
所
で
は
一
三
年
度
も
従
来
と
同
様
に
、

「
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
」
の
初
級
・
中
級
・
上
級

の
講
座
、「
記
号
哲
学
研
究
会
」、「
タ
イ
語
講

座
」、「
読
む
短
歌
・
詠
む
短
歌
」
と
い
っ
た
各

種
の
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。

（
富
山
英
俊
）

　

今
回
特
集
の
一
つ
は
、
緒
言
に
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研

究
所
と
文
学
部
芸
術
学
科
共
催
で
、
二
〇
一
二

年
一
一
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
17
回
日
本

映
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
１
９
６
０
～
７
０
年
代

日
本
映
画
と
世
界
―
―
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
、

語
ら
れ
た
か
」（
於
・
明
治
学
院
大
学
白
金
校

舎
２
１
０
２
教
室
）
と
、
翌
日
十
一
日
に
開
催

さ
れ
た
「
日
本
映
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
発

表
内
容
を
中
心
に
組
ま
れ
た
。

　

日
本
映
画
研
究
は
、
日
本
映
画
史
、
作
家
研

究
、
そ
し
て
作
品
批
評
と
い
う
三
つ
の
大
き
な

柱
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
が
、
第
一
に
、
こ

こ
数
十
年
来
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
傾
向
は
、
海

外
に
お
け
る
日
本
映
画
研
究
者
と
日
本
の
研
究

者
と
の
交
流
で
あ
り
、
第
二
に
、
日
本
映
画
が

ど
の
よ
う
に
外
国
で
見
ら
れ
、
語
ら
れ
て
き
た

か
と
い
う
受
容
と
言
説
を
め
ぐ
る
研
究
の
充
実

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
生
み
出
す
一
つ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
以

降
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
映
画
祭
で
特
集
上
映
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「
Ａ
Ｔ
Ｇ
映
画
回
顧
上
映
」

を
始
め
と
す
る
大
島
渚
、
吉
田
喜
重
、
若
松
幸
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二
、
松
本
俊
夫
、
羽
仁
進
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ウ

ェ
イ
ヴ
の
監
督
た
ち
の
再
評
価
で
あ
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
各
国
の
研
究

者
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
独
自
の
研
究
を
行
い
つ
つ
も
、

日
本
映
画
史
に
関
す
る
芸
術
的
、
産
業
的
、
批

評
的
側
面
を
総
合
的
に
捉
え
、
か
つ
そ
の
中
に

あ
っ
て
六
〇
年
、
七
〇
年
と
い
う
時
代
の
日
本

映
画
を
積
極
的
に
評
価
し
、
世
界
映
画
史
の
中

に
改
め
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
多
く
が
各

国
で
映
画
上
映
や
特
集
企
画
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
も
関
わ
っ
て
き
た
研
究
者
、
批
評
家
た
ち

で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
韓
国
の
研
究
者
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
一
堂

に
集
ま
り
、
六
〇
～
七
〇
年
代
の
日
本
映
画
に

つ
い
て
発
表
す
る
と
い
う
た
ぐ
い
ま
れ
な
機
会

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
の
意
義
を
再
確
認

す
る
た
め
に
も
、
今
回
の
特
集
を
組
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

　

今
回
掲
載
さ
れ
た
原
稿
は
、
基
本
的
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
原
稿
採

録
で
あ
る
が
、
時
間
の
都
合
上
、
発
表
で
は
割

愛
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
部
分
も
含
め
た

完
全
版
で
あ
る
。
緒
言
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う

に
、
す
べ
て
の
発
表
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
採

録
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
以
下
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
中
心
に
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
一
部
で
は
、
日
本
映
画

の
受
容
に
つ
い
て
各
国
の
例
を
中
心
に
議
論
さ

れ
た
。
Ａ
Ｔ
Ｇ
映
画
特
集
や
ピ
ン
ク
映
画
映
画

特
集
を
企
画
し
て
き
た
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
日
本
映
画
研
究
者
で

あ
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
メ
ー
ニ
グ
氏
（
現
・
明

治
学
院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
准
教
授
）
が
ド

イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
日
本
映
画
の
受
容
が
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
か
を
中
心
に
論
じ
た
。
時
に

は
、
ま
っ
た
く
内
容
と
は
異
な
る
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
作
ら
れ
、
日
本
映

画
の
受
容
は
日
本
国
内
の
評
価
や
文
脈
と
は
別

に
独
自
の
展
開
を
し
て
き
た
こ
と
を
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
駆
使
し
、
実
証
的
に
示
し
た
。
ま
た

オ
ラ
ン
ダ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
「
吉
田
喜
重
回
顧

上
映
」
を
企
画
し
た
デ
ィ
ッ
ク
・
ス
テ
ゲ
ヴ
ェ

ル
ン
ス
氏
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
日
本
映
画

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
（
あ
る
い
は
さ

れ
な
か
っ
た
）
に
つ
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が

流
通
す
る
中
で
ど
の
よ
う
に
日
本
映
画
が
紹
介

さ
れ
て
い
っ
た
か
な
ど
、
流
ち
ょ
う
な
関
西
弁

風
の
日
本
語
で
語
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
マ
チ

ュ
ー
・
カ
ペ
ル
氏
は
フ
ラ
ン
ス
映
画
批
評
に
お

い
て
見
ら
れ
た
日
本
映
画
の
理
解
と
誤
解
に
つ

い
て
、
言
語
的
な
限
界
も
含
め
て
検
討
し
た
。

ま
た
、
大
韓
民
国
を
代
表
す
る
ソ
ウ
ル
の
シ
ネ

マ
テ
ー
ク
で
あ
る
「
ソ
ウ
ル
ア
ー
ト
シ
ネ
マ
」

の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
映
画
評
論
家
の
キ
ム
・
ソ

ン
ウ
ク
氏
は
、
六
〇
年
代
の
日
本
映
画
が
九
〇

年
代
の
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
の

意
味
を
自
ら
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
時
空
間

を
異
に
し
な
が
ら
も
、
あ
る
種
の
映
画
が
持
ち

う
る
「
同
時
代
性
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
米
国
で
日
本
映
画
研
究
の
第

一
人
者
の
一
人
マ
ー
ク
・
ノ
ー
ネ
ス
氏
が
北
米

に
お
け
る
日
本
映
画
受
容
に
つ
い
て
語
っ
た
が
、

日
本
映
画
の
受
容
程
度
を
表
す
地
図
が
ア
メ
リ

カ
政
治
的
地
図
に
も
重
な
る
と
興
味
深
い
コ
メ

ン
ト
を
残
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
教
え
る
英
国
人
の

マ
イ
ケ
ル
・
レ
イ
ン
氏
は
六
〇
年
代
の
大
島
の

映
画
が
ど
の
よ
う
に
七
〇
年
代
代
表
す
る
重
要
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な
映
画
理
論
に
影
響
を
与
え
た
か
を
丁
寧
に
検

証
し
た
。
ま
た
キ
ュ
ー
バ
を
代
表
す
る
日
本
映

画
研
究
者
で
あ
る
ハ
バ
ナ
大
学
の
マ
リ
オ
・
ピ

エ
ド
ラ
氏
は
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
「
座
頭
市
」

人
気
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
経
験
を
含
め
た
深

い
洞
察
を
行
っ
た
。
社
会
主
義
国
キ
ュ
ー
バ
に

お
け
る
座
頭
市
の
人
気
と
い
う
思
い
も
が
け
な

い
邂
逅
は
、
当
日
聴
衆
と
し
て
熱
心
に
参
加
し

て
い
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
印
象
を

残
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
三
部
で
は
、
パ
リ
大
学
で
日
本
映
画
の
教

鞭
を
執
っ
て
い
る
ニ
コ
ル
・
ブ
ル
ネ
ー
ズ
氏

（『
映
画
の
前
衛
と
は
何
か
』
現
代
思
潮
新
社
、

二
〇
一
二
年
）
が
、
政
治
的
前
衛
映
画
作
家
の

系
譜
を
た
ど
り
な
が
ら
、
足
立
正
生
監
督
の
映

画
を
世
界
映
画
史
に
位
置
づ
け
る
試
み
を
発
表

し
た
。
発
表
を
受
け
、
監
督
が
自
ら
の
映
画
体

験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
な
ぜ
六
〇
～
七
〇
年

代
の
日
本
映
画
が
こ
の
よ
う
な
力
を
持
ち
え
た

の
か
、
受
容
と
言
説
の
中
心
に
、
実
は
映
画
作

家
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
鮮
や
か
に
語
っ
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
日
程
の
都
合
上
前

日
の
発
表
が
で
き
な
か
っ
た
晏
妮
氏
が
、
大
島

渚
の
映
画
が
八
〇
年
代
の
中
国
映
画
に
与
え
た

意
味
を
振
り
返
り
、
ま
た
若
手
の
研
究
者
た
ち

を
中
心
に
ア
ー
カ
イ
ヴ
な
ど
も
含
め
て
、
現
代

美
術
、
演
劇
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
さ
ら
に

射
程
を
広
げ
て
、
活
発
な
発
表
と
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
の
発
表
で
も
、
言
語
・
社
会
文
化
的

な
文
脈
が
全
く
異
な
る
国
に
お
い
て
日
本
映
画

が
本
来
の
意
味
や
文
脈
を
時
に
は
驚
く
べ
き
ほ

ど
に
曲
解
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
中
で
、
映
画

の
み
が
持
つ
こ
と
の
で
き
る
映
像
の
力
や
同
時

に
翻
訳
（
誤
訳
）
の
限
界
を
も
超
え
て
、
新
た

な
意
味
を
付
加
さ
れ
て
い
く
過
程
の
面
白
さ
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
時
に
、
サ
ム
ラ
イ
や
ゲ

イ
シ
ャ
な
ど
未
だ
な
お
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
よ
っ
て

流
通
さ
れ
て
い
る
日
本
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と

は
異
な
る
日
本
の
姿
を
強
烈
に
描
い
た
六
〇
～

七
〇
年
代
の
監
督
た
ち
を
再
評
価
す
る
の
が
、

日
本
語
を
解
し
、
日
本
映
画
を
知
り
、
そ
し
て

現
代
日
本
文
化
を
生
活
・
吸
収
し
た
若
い
研
究

者
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
の
作
品
中
心
の

作
家
論
と
は
異
な
る
視
点
で
日
本
映
画
を
見
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
の
が
、
鮮
や
か
に
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。

 

諸
処
の
事
情
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
特
集
と

し
て
ま
と
め
る
の
を
、
本
号
ま
で
待
つ
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
、
さ
ら
な
る
研
究
と
交
流

へ
と
発
展
す
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
後
も
言
語
文
化
研
究
所
と
芸
術
学
科
が
日
本

映
画
研
究
の
国
際
的
交
流
の
拠
点
の
一
つ
で
あ

り
続
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

　

末
筆
に
な
る
が
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、「
世
界
に
お
け
る
一
九
六
〇
‐
七
〇
年
代

日
本
映
画
研
究
と
受
容
の
調
査
分
析
」（
科
学

研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
Ｂ
」）
に
よ
っ
て
、

二
〇
一
〇
年
に
開
始
さ
れ
た
の
が
、
代
表
者
で

あ
っ
た
本
学
芸
術
学
科
教
授
だ
っ
た
四
方
田
剛

己
氏
の
退
職
に
よ
り
最
終
年
度
の
継
続
が
叶
わ

ず
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
深
刻
な
予
算
的
問

題
が
発
生
し
た
も
の
の
、
多
く
の
発
表
者
に
自

身
で
来
日
い
た
だ
く
な
ど
の
大
き
な
協
力
を
得

て
可
能
と
な
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表

者
の
皆
さ
ん
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
の
方
た
ち
、

素
晴
ら
し
い
ト
ー
ク
を
今
回
改
め
て
講
演
と
し
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て
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
足
立
監
督
、
通
訳
や

翻
訳
の
方
た
ち
、
ま
た
研
究
所
の
深
沢
比
呂
子

さ
ん
、
芸
術
学
科
の
教
学
補
佐
、
そ
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
進
行
を
助
け
て
く
れ
、
聴
衆
と
し
て

も
参
加
し
た
本
学
大
学
院
生
・
学
部
学
生
た
ち

に
こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
、
本
特
集

も
中
心
に
な
っ
て
編
纂
し
て
く
れ
た
の
は
平
沢

剛
氏
で
あ
る
。
感
謝
し
た
い
。

（
斉
藤
綾
子
）


